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１．はじめに  
 金属鉱山での坑内で雇用誤１０年以上就労している、さく岩夫の聴力を経済的に分析し、坑内騒音は著しい

が、騒音管理が十分なされているにもかかわらず、どの程度聴力低下が生じるのか、そして、その対応を如何

にするか検討した。  
 
２．対策と方法  
 金属鉱山のさく岩夫のうち、雇用後１０年以上聴力管理がなされている３２人分のカルテから、就労時、１

０年時、１５年時、２０年時に分類し、周波数ごとに集計した。１０年時までは３２人であったが、その後、

１５年時は２２人、２０年時は２０人となった。  
 一方、参考のために家庭電気器具製作所の騒音職場での従業員の聴力を検討しようとしたが、対象が少なく、

騒音職場には就労時９人、その後１０年以上管理されていたのは５人のみであった。  
 
３．結果   
 さく岩夫の聴力を左右の耳に分けて、就労時、１０年後、１５年後、２０年後の平均値をみると、左右耳ほ

とんど類似しており、就労時にはどの周波数でも15dB以内の聴力低下であったが、１０年後には４kHzおよ
び８kHzで聴力（いき）値が２０dBに達していた。１５年後には明らかなC5dipがみられた。そして１kHz
および２kHzでも２０dB以上の（いき）値となり、0.25kHzも ２０dB以上になっていた。２０年以上たつ
と４kHz、８kHz、ともに４０dBに近い聴力（いき）値を示した。  
 家庭電気器具製作所での就労者については就労時および５年後では左右どの周波数でも１０dB 内の低下で
あったが、１０年後には聴力が大きく低下した者が出現した。さく岩夫の１５年後に匹敵した。  
 
４．考察  
 坑内での騒音対策はかなり難しい。聴力管理としては防音保護具の着用の徹底と暴露時間の短縮である。８

５dB（A）以上の騒音職場に就労する場合、耳栓着用を徹底していても１０年までの聴力管理とそれ以上就労
している場合の聴力管理とでは暴露時間の制限などを加味したものにする必要がある。例えば、１０～１５年

までは１日５時間以内、１５～２０年までは１に津３時間以内というように時間管理をすることが騒音性難聴

予防に有効ではないかと考える。８５dB（A）前後の騒音職場でも就労１５年以上者には騒音のない職場転換
か暴露時間１日３時間以内にする必要があろう。 


